
意見の概要 具体的対応状況・補足意見等 担当課
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　芸術・文化の継承や発信のため、市民やNPOと協力して
芸術・文化の関係人口を増やすことが重要かと思う。

【文化課】
　文化財保存活用セミナーを開催しており、その機会を市民と文化財と
の関わりを考える場面として有効活用している。同セミナーは市町村の
文化財行政担当者、市町村の文化財保護審議会委員、文化財所有者、
文化財ボランティアなどが集まる機会となっている。令和５年度は、大学
教授による文化財の再生、復活に向けたサポートの事例紹介や、NPO
による文化財管理（建造物）の実践報告を行った。また、展覧会やイベ
ントのサポート等の活動に参加する、近代美術館の高校生特派員制度
など、若い世代に芸術文化への興味を深めてもらう取組も行っている。
【生活文化課】
　「お囃子」「踊り」「太鼓」など県内で活動する約120の伝統文化団体を
紹介する「茨城の伝統文化団体リスト」を公開し、伝統文化団体と催事
主催者等とのマッチングを行っているほか、県内の地域の伝統文化の
継承・発展に取り組む団体と連携して「茨城県子ども伝統文化フェスティ
バル」を開催し、伝統文化団体の発表機会の確保や、伝統文化の継承・
発展の取組の支援を行っている。
　また、文化芸術体験出前講座（一般枠）において、市町村の公立文化
施設と協力しながら、市民への伝統芸能や音楽などの鑑賞機会を提供
している。
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　文化センターについて、利用団体からの要望を聞き、利用
者に寄り添ってほしい。

　指定管理者が催事を開催する主催者向けに実施しているアンケート
調査などにおいて、催事の予約方法や催事で使用する備品の準備等に
ついて、改善を求める要望を実際にいただいたことから、指定管理者に
おいて、要望を踏まえて、県内の文化団体が継続利用しやすい予約方
法に改めたり、事前に機器を調整するなど対応を改善したところ、その
後利用団体から感謝のご意見をいただいた事例もあった。
　引き続き、利用団体からの要望をお聞きし、指定管理者とともに利用
者に寄り添った運営に努めたい。
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　書は日展の５科に入っているほか、芸術院会員のようなす
ばらしい作家も出ているので、県として作品の収蔵先を検討
してほしい。

　県近代美術館ではこれまで、収集する分野に書は含まれておらず、収
集実績もなかったところであるが、現代美術の多様化する動向を踏ま
え、美術資料収集の方針に合致する作家の作品であれば、分野に限ら
ず収集の候補となるよう、運営基本大綱を見直したところである。ただ
し、収集にあたっては、当該分野について高い専門性が要求されること
から、専門の学芸員の配置などの課題があると考えられる。

文化課
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　今まで子どもを対象に出前講座を実施していたが、今年、
国の食育白書で大人の食育の重要性について閣議決定さ
れたことから、今後は大人の食育についても考えていく必要
がある。

【健康推進課】
　県では「茨城県食育推進計画（第4次健康いばらき21プラン）」に基づ
き、庁内関係部局及び関係団体、地域のボランティアや市町村等と協働
して幅広い世代を対象とした食育を推進している。
　大人を対象とした食育取組としては、世代に合わせた生活習慣病予防
のための食育活動を推進する県内食生活改善推進ボランティア団体の
支援、適塩やバランスのよい食事の重要性など健康寿命の延伸に寄与
する普及啓発を行っているところ。
　年に1回程度開催している食育推進部会及び庁内食育推進幹事会に
おいては関係者との協議・意見交換を踏まえ、県内の食育推進運動の
効果的な展開を図っている。
　引き続き関係者と連携のもと、幅広い世代や場面に合わせた食育取
組を進めていく。
【生活文化課】
　文化芸術体験出前講座において、引き続き、県内学校（小中高・特別
支援学校）を対象とした食文化講座を実施していく。
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　フィルムコミッション事業において、県庁で「ゴジラ-1.0」の
ギャラリー展示が行われたが、県庁以外でもいろいろなとこ
ろで子どもたちの目に触れ、地元の文化的資産が映画やド
ラマの舞台になっていると思うと、自分たちが仕事に誇りを
持てるきっかけになると思うので、そうしたものが県庁以外
にもあるのか教えてもらいたい。

　文化的資産で撮影された映画やドラマも含め、いばらきフィルムコミッ
ションのホームページやSNSで情報発信をしているほか、毎年発行して
いる「いばらきロケ地マップ」で紹介している。
　また、「ゴジラ-1.0」の撮影が行われた筑波海軍航空隊記念館（笠間
市）及び鹿島海軍航空隊跡（美浦村）では、作品に関するパネル展示等
が行われている。
　さらに、人気のロケ地となっている三の丸庁舎では、庁舎内で撮影さ
れた作品のPR動画をエントランスで放送する等の取り組みを行ってい
る。
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